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中之条に住む人と町政をつなぐ情報誌「広報なかのじょう」

8月

特集
『花と湯の町 なかのじょう』
「花のまちづくり」が
始まります p2

暑さに負けない元気印

まちなか５時間リレーマラソン
参加チーム募集開始します p8

中之条ビエンナーレ2013
「町民専用パスポート」配布します p10
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写真は町農業公園付近の花桃畑（大字折田地内）

中
之
条
町
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

始
ま
り
ま
す
！
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「
今
あ
る
も
の
に
磨
き
を
か
け
る
」
と

い
う
発
想
か
ら

　
中
之
条
町
は
、
「
今
あ
る
も
の
に
磨

き
を
か
け
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
観
光

戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
町
を
見
渡
せ
ば
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
晶
で
あ
る
す

ば
ら
し
い
花
が
、
名
所
だ
け
で
な
く
、

畑
に
、
庭
に
、
路
傍
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か
さ
な
い
手

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

豊
富
な
温
泉
資
源
が
あ
る
中
之
条

町
、
そ
こ
に
皆
さ
ん
に
育
ま
れ
て
き
た

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
組
み
合
わ

せ
、
更
に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、
必
ず
町

の
魅
力
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

　
『
花
と
湯
の
町　
な
か
の
じ
ょ
う
』

を
こ
れ
か
ら
の
観
光
戦
略
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

「
花
の
駅
」
構
想
　
中
心
施
設
と
し
て

の
農
業
公
園
と
花
楽
の
里

　
『
花
と
湯
の
町　
な
か
の
じ
ょ
う
』

実
現
の
た
め
に
、
町
農
業
公
園
（
旧
薬

王
園
）
と
花
楽
の
里
を
「
花
の
駅
」
と

位
置
づ
け
、
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

拠
点
施
設
と
し
ま
す
。
施
設
名
は
そ
れ

ぞ
れ
「
花
の
駅 
美
野
原
」
と
「
花
の

駅 

暮
坂
高
原
花
楽
の
里
」
と
し
、
そ

の
間
を
結
ぶ
20
㎞
の
区
間
を
「
花
桃
街

道
」
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
観
光
客
の
滞
留
性
、
回
遊
性
を
高

め
、
花
の
魅
力
で
町
を
演
出
し
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
花
桃
の
苗
1
、
0
0
0
本
を

植
樹
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
3
年
を
か

け
て
、
1
万
本
を
植
え
る
計
画
で
す
。

二
つ
の
「
花
の
駅
」
を
「
花
桃
街
道
」
で
結
ぶ

『
花
と
湯
の
町   

な
か
の
じ
ょ
う
』
を

観
光
戦
略
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

花
の
ま
ち
づ
く
り

中之条パーク
「花の駅 美野原」

「花の駅 暮坂高原花楽の里」

牧水詩碑

六合支所

中之条町役場

沢渡温泉 至 四万温泉至 野反湖

「花桃街道」
「花の駅 美野原」と「花の駅 暮坂高原花楽の里」を
結ぶ 20km の区間（国道 353 ～県道中之条草津線）

292

405 353

み
の
は
ら

か
ら
く

さ
と
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旧
Ｊ
Ａ
薬
王
園
を
町
が
譲
り
受
け
、
農

業
公
園
と
し
て
再
生

　
旧
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま
薬
王
園
は
、
町
に

無
償
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
町
の

農
業
公
園
と
し
て
再
整
備
を
行
い
、

「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
核
施
設
と

し
て
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

薬
王
園
活
用
検
討
委
員
会
の
答
申
を
受

け
て

　
29
名
か
ら
な
る
薬
王
園
活
用
検
討
委

員
会
で
は
、
今
ま
で
3
回
の
検
討
を
重

ね
、
7
月
11
日
に
答
申
書
を
町
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

　
呼
称
を
「
中
之
条
パ
ー
ク
『
花
の
駅

美
野
原
（
み
の
は
ら
）
』
」
と
し
、
今

あ
る
も
の
を
活
用
し
た
町
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
公
園
づ
く
り
の
推
進
と
と

も
に
、
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
公
園
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
の
配
置
を
求
め
ま
し

た
。

　
町
長
も
「
答
申
に
沿
っ
て
、
町
民
が

愛
着
を
も
っ
て
親
し
め
る
施
設
に
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
花
の
駅
」
と
し
て
の
役
割
、
今
後
の

展
望

　
現
在
で
も
、
こ
こ
に
は
花
桃
を
は
じ

め
数
百
種
類
の
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
薬
王
園
と
違
い
、
こ

れ
か
ら
は
「
花
の
駅
」
と
し
て
花
に
特

化
し
た
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
花

桃
街
道
」
の
拠
点
と
し
て
、
観
光
客
が

長
時
間
滞
留
で
き
る
賑
わ
い
の
あ
る
公

園
を
目
指
し
ま
す
。
多
く
の
町
民
や
観

光
客
が
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
る
場

所
と
な
る
よ
う
運
営
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
ま
す
。

　
平
成
27
年
に
は
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま

づ
く
り
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
「
中

之
条
パ
ー
ク
『
花
の
駅
美
野
原
』
」
。

開
催
を
契
機
に
町
内
外
へ
の
情
報
発
信

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

「
薬
王
園
活
用
検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け
て
再
整
備

旧
Ｊ
Ａ
薬
王
園
は
町
の
農
業
公
園
へ

「
中
之
条
パ
ー
ク
『
花
の
駅 

美
野
原
』
」

と
し
て
再
出
発
し
ま
す

花
の
ま
ち
づ
く
り

町長に答申書を手渡す薬王園活用検討
委員会の大橋委員長と塩原副委員長

旧薬王園時代の花畑

『花の駅美野原』は無料開放しています（今年度の運営内容）
　現在整備中の部分もありますが、すでに1,000本の花もも、2万株のア
ジサイ、3万株の曼珠沙華があり、季節の花が皆さんをお迎えしていま
す。気軽にお立ち寄りください。また、木工館（草木染め）、陶芸館も
従来通り体験できます。

み
の
は
ら

まんじゅしゃげ
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平
成
27
年
の
開
催
地
に
決
定

町
村
で
は
初
の
試
み

　
平
成
27
年
に
、
県
と
共
催
と
な
る

「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
」
の
メ
イ

ン
会
場
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
花
に
携
わ
る
団
体
、
住
民
が
力
を
合

わ
せ
、
ま
ち
を
花
で
彩
る
と
と
も
に
、

様
々
な
催
し
で
人
を
呼
び
込
む
も
の
で

す
。
今
ま
で
は
市
で
し
か
開
催
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
中
之
条
町

が
町
村
と
し
て
は
初
の
メ
イ
ン
会
場
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

開
催
を
起
爆
剤
に
躍
進
を

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
と
な
る
こ
と

は
、
「
花
の
駅
」
構
想
を
内
外
に
売
り

出
す
絶
好
の
機
会
で
す
。
ま
ず
は
こ
の

イ
ベ
ン
ト
の
成
功
に
照
準
を
絞
り
、
花

づ
く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
予
定

で
す
。

平
成
27
年
の
「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
」
開
催
へ
向
け
て

花
の
ま
ち
づ
く
り

今年開催された「花と緑のぐんまづくり2013in伊勢崎」の様子

「花と緑のぐんまづくり」とは？
　平成20年に開催され500万人が訪れたという「全国都市
緑化ぐんまフェア」。訪れた人も多いと思いますが、この理
念を引き継ぎ、翌年から県と県内各市が協力して開催してい
るイベントが「花と緑のぐんまづくり」です。平成21年以
降、高崎市、館林市、渋川市、前橋市を順次メイン会場とし
て毎年開催され、本年は4月～5月にかけて伊勢崎市で開催
されました。

　栃木県足利市にある「あしかがフラワーパー
ク」は、藤の花咲く時期には群馬からも多くの
人が訪れる、花の公園としては大成功した施設
です。その成功の立役者が塚本さんです。
　講演では「自分たちの手の中にある資源の確
認と発見」が大切とのこと。これは中之条町が
取り組む「今ある資源を生かしていく」という
コンセプトと同じです。中之条町には「日本の
原風景がある」とのことで「それを生かすかど
うかはみなさん次第」と課題を投げかけてくれ
ました。参加した皆さんも、この言葉を受け止
め、気持ちを新たにしていたようです。

「花と緑のぐんまづくり」
開催決定記念講演会
が開催されました

7月3日、農業公園（旧薬王館2階集会室）

～自分たちの手の中に
ある資源の発見から～

日本初の女性樹木医
あしかがフラワーパーク園長

塚本 こなみ さん

町花の会や各種団体役員を中心に約200名が出席
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中
之
条
町
に
は
四
季
を
通
じ
て
畑
や
皆
さ
ん
の
庭
に
、
花
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
皆
さ
ん
が
大
切
に
守
り
、
育
て
、
築
き
あ

げ
て
く
れ
た
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
」。
こ
れ
は
貴
重
な
町
の
財
産

で
あ
り
魅
力
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
で
大
切
に
育
ま
れ
て
き
た
花
づ
く
り

そ
の
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

花
の
ま
ち
づ
く
り

今年で13回目となった
この祭り。地域ごとに
様々な花の取り組みが
なされている中之条町
ですが、一つの区でこ
れだけの花を毎年咲か
せるところは少ないで
しょう。皆さんの努力
の結晶です。

地
域
の

中
で
の

花
づ
く
り

赤 坂ポピー祭り

平成8年から野反湖の八
間山麓で六合中生徒と
ボランティアを中心に
行われている植栽活
動。今までに植えた苗
は8万3千株。毎年多く
の人が訪れる名所とな
りました。

シ ラネアオイの植栽

地域での「花いっぱい運
動」への取り組みのおかげ
で、中之条町の花づくりが
広がりました。平成24年
度は行政区から52団体が
参加。美しい花を咲かせ、
多くの人に楽しんでほしい
という思いが、町の魅力ア
ップにつながっています。

「花と緑のぐんまづくり」でも活躍が期待される「中之条
町花の会」。会員数が100名を超えるまちづくり団体で
す。その原点は、花が好きな個人（点）が自宅の周りを花
で飾り、その点をつなげて花のまち（面）として広げてい
くことにあります。今回整備される「花の駅」を活動の拠
点（核）に更なる広がりが期待されます。会長の福田さん
（前列中央）は、「『花と湯の町なかのじょう』を推進す
る上で、会の果たす役割は大きい」と語っています。

花 いっぱい運動

中 之条町花の会

下山田地区の水田に咲
いた一面のレンゲ畑の
中で行われるイベン
ト。その花の素晴らし
さは、すでに町外でも
認知度が高く、町を代
表する花の取り組みと
なっています。

レ ンゲの里
フェスティバル
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「
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
」県
天
然
記
念
物
に

磨
き
を
か
け
て
2
万
1
千
人
の
集
客
　

更
に
国
の
天
然
記
念
物
を
目
指
し
て

　
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
、
昨
年
は
過
去

最
多
の
2
万
1
千
人
の
集
客
が
あ
り
ま

し
た
。
「
県
天
然
記
念
物
指
定
」
と
い

う
新
た
な
価
値
が
加
わ
り
、
磨
き
が
か

か
っ
た
成
果
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
国
の
天
然
記
念
物

を
目
指
し
て
、
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
に

挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
六
合

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
調
査
委
員
会
」
が
組

織
さ
れ
ま
し
た
。
学
識
者
、
有
識
者
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ

の
貴
重
さ
、
大
切
さ
を
専
門
的
な
見
地

か
ら
検
証
し
、
再
評
価
し
て
い
き
ま

す
。

「
六
合
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
調
査
委
員
会
」

委
員
名
簿
（
敬
称
略
）

【
委
員
長
】

・
伊
能
正
夫
（
副
町
長
）

【
副
委
員
長
】

・
唐
澤
定
市
（
町
文
化
財
専
門
委
員
会
委
員
長
）

【
委
　
員
】

・
佐
竹
研
一
（
立
正
大
学
地
球
環
境
科
学
部

　
　
　
　
　
　
環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
教
授
）

・
赤
井
純
治
（
新
潟
大
学
理
学
部

　
　
　
　
　
　
地
質
科
学
科
教
授
）

・
亀
山
　
章
（
公
益
財
団
法
人

　
　
　
　
　
　
日
本
自
然
保
護
協
会
理
事
長
）

・
伊
勢
屋
ふ
じ
こ
（
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

・
青
木
雅
夫
（
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

・
増
田
和
明
（
中
之
条
小
学
校
教
諭
）　

・
星
野
　
薫
（
元
鋼
管
休
暇
村
勤
務
）　

・
清
水
博
巳
（
町
教
育
委
員
会
委
員
）

・
田
村
正
勝
（
町
文
化
財
専
門
委
員
会
副
委
員
長
）

・
黒
岩
　
勇
（
町
文
化
財
専
門
委
員
会
副
委
員
長
）

・
山
田
武
俊
（
町
文
化
財
専
門
委
員
会
委
員
）

・
山
本
　
茂
（
町
文
化
財
専
門
委
員
会
委
員
）

・
山
本
三
男
（
町
観
光
協
会
常
務
理
事
）

・
関
　
孝
巳
（
町
観
光
商
工
課
長
）

・
市
川
永
二
（
町
六
合
振
興
課
産
業
振
興
室
長
）

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】
　

・
田
島
輝
之
（
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課

　
　
　
　
　
　
文
化
財
活
用
係
）

町
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
　
も
う
ひ
と
つ
の
取
り
組
み

花
の
ま
ち
づ
く
り

たけやまに自生する山ツツジ

「六合チャツボミゴケ調査委員会」
による現地調査

 嵩山小唄でも唄われているとおり、昔から嵩山は山ツツジ
の群生地として知られています。時期には山が燃えているよ
うに見えるほど一面に咲き誇り、小天狗の広場は「ツツジヶ
原」とも呼ばれています。
　今後は、山の魅力を更に高める活動として、山ツツジ増殖
計画を立ち上げ、公園も含め「山ツツジの里」として整備を
進めていきます。その一環として、たけやま公園内にあるツ
ツジ広場を拡大する計画です。
　つきましては、皆さんのご自宅に公園に譲っていただける
山ツツジがありましたら、役場農林課まで連絡をください。
問い合わせ　役場農林課　農業係　
　　　　　　☎75・8813（直通）　担当　田中　博

みなさん、
自宅にある山ツツジを
譲ってください！

「花桃街道」につづく、もう一つの構想
たけやま公園を中心に

「山ツツジの里」を生み出そう
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第2回中之条まちなか5時間リレーマラソン
8月1日から参加チーム募集開始します

 申込期間　8月1日（木）～10月31日（木）
（定員になりしだい募集を締め切る場合があります）

　前回は130チームの申し込みがあり、そのうち42チームが町内チーム、72チームが県内チーム、16チームが県外チ
ームでした。今回も、友だちや職場の仲間、ご家族でチームをつくって参加してください。また、県外チームの参加を
増やしていきたいと考えています。ぜひ皆さんも知り合いや親戚に宣伝をお願いします。
※募集内容・応募方法については、7月に全戸配布した募集要項、または大会公式ホームページをご覧ください。

問い合わせ
中之条まちなか5時間リレーマラソン実行委員会事務局（ツインプラザ内）
☎76・3117　FAX76・3112
Mail machi5@town.nakanojo.gunma.jp
担当　福田由香・関侑介

【NACS-J自然観察指導員講習会の内容】
会　場　中之条町高齢者センター（「道の駅六合」隣接）
開催日　9月28日（土）～9月29日（日）
費　用　25,000円（受講料、初年度登録料、テキスト代、　　　
　　　　NACS-J個人会費、保険料、宿泊食費（1泊3食）含む）
定　員　40名（申込み多数の場合抽選）
対　象　18才以上で、1泊2日のすべてのプログラムを受講できる人
申込期間　8月12日（月）～9月2日（月）
申込方法　電話で問い合わせください。申込書を送付します。
　　　　　（日本自然保護協会ホームページからも申込可能です）
申し込み・問い合わせ
　役場企画政策課　ラムサール条約推進室　
　☎75・8837（直通）　担当　山口隆志 自然観察指導員講習会の様子

募集

開催日

12月
1日（日

）

ュースと だいニュースとわだい
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伊勢町祇園祭　でっかい一つの輪を作る！　　
「1000人で踊る中之条音頭」参加者募集

　三台の山車巡行、保存会のお囃子に合わせて踊る八木節踊り、神輿巡行に
千人踊り、ほかにも多彩なイベントで、伊勢町上から伊勢町下までを歩行者
天国にして2日間にわたり開催される伊勢町祇園祭。
　今年は、千人踊りを『小さな町の大きな挑戦』として「1000人で踊る中
之条音頭」として企画しました。団体・お友達等で参加できる人はぜひ担当
まで連絡ください。もちろん当日参加でも大歓迎です。格好は自由、参加者
にはご祈願済み御札のステッカーを1000人限定で差し上げます。
　JA前のイベント広場での駄菓子作り体験や、昨年同様に写真コンテストも
行います。
問い合わせ　　伊勢若頭（代表者）　田村一弥　☎090-1453-1879
　　　　　　　千人踊り担当　　　　梅松高芳　☎090-8116-1261

募集

第478回「NACS-J自然観察指導員講習会」
中之条では初の開催、またとないチャンスです
主催：（公財）日本自然保護協会・中之条町

　30年以上の歴史をもつこの講習会は、全国で2万人以上が受講し、活躍しています。自然保護の考え方や自然観察の
手法を学ぶなど、1泊2日の充実したプログラムで自然の「みかた」を身につけます。

募集

格好は自由、気軽に参加を

【NACS-J自然観察指導員とは？】
地域で活躍する環境教育のボランティアリーダーです。「自然観察からはじまる自然保護」を合い言葉に、自
然の楽しさ不思議さを伝え、自然とのつきあい方を考える自然観察会を続けています。指導員の中には、観察
会の講師、学校の野外実習指導、保護地域の監視員などを依頼されている人もいます。

開催日

8月3
1日（土

）

9月1
日（日

）
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　中之条ビエンナーレは、今回から一般のお客様から料金
をいただく有料化とさせていただきました。
　ですが、日ごろからビエンナーレを応援してくださる町
民の皆さんには、たくさんの会場を巡っていただきたいと
の思いから、世帯員なら誰でも無料で鑑賞できる「町民専
用パスポート」をご用意いたしました。
　お得な特典が付いている「町民専用パスポート」を片手
に、初秋の中之条町を楽しみましょう。

配 布 方 法　９月1日の区長文書で、パスポートとガイド
　　　　　　ブックを配布します。
問い合わせ
　中之条ビエンナーレ実行委員会事務局
　☎25・8500　担当　唐澤敏之

　町道万沢線（四万ゲート～六合地区入山字大原区間）は、六合側で
修繕工事を実施するため、今年度は全面通行止めとします。開通見込
みは今のところ平成26年5月下旬を予定しています。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
問い合わせ
　役場建設課　管理係　
　☎75・8827（直通）　担当　本多宏幸

「町民専用パスポート」の利用にあたって　
1. 世帯員全員が、有人会場を無料で鑑賞できます。
2. ただし世帯に1枚のみの配布ですので、世帯員が別々の会
場を訪れる場合には、有料の一般パスポート（前売り800
円、当日1,000円、高校生以下無料）が必要です。ビエン
ナーレ会場などで購入してください。

3. 町民専用パスポートには、ビエンナーレ公式ガイドブック
が1冊つきます。

4. 別途入場料が必要なイベントがあります。
5. スタンプラリーの特典は、特典ごとに1回のみ利用可能と
なります。

6. 入浴のサービスについても、1度だけのサービスとなりま
すので、ご注意ください。

中之条ビエンナーレ2013を
「町民専用パスポート」で
思いっきり楽しもう！

ュースと だいニュースとわだい

本物はカラフルでとっても素敵なパスポートです

今回もスタンプラリーを実施！31か所全制覇で、
オリジナルグッズなど特典盛りだくさん

災害により路肩が崩落した万沢線
このような箇所の修繕を行います

町道万沢線（四万ゲート～入山字大原区間）
は、全面通行止めとなります
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　本年度の春の叙勲で、細貝守さん（中之条町）が第20回危険業務従事者叙勲の防
衛功労瑞宝双光章を受章されました。
　細貝さんは、昭和46年に航空自衛隊に入隊し、約35年間勤務されました。その
間、松島基地、静浜基地、入間基地、市ヶ谷の防衛省などを勤務地として、人事幹
部などを歴任されました。
　いわば縁の下の力持ちとして活躍された細貝さん。危険な訓練や、災害救助など
の後方支援にあたりながら、「一番大切なものは命」と痛感されたとのことです。
　永年にわたる功績に敬意を表するとともに、これからのますますのご活躍をお祈
りします。

細貝　守さん　防衛功労瑞宝双光章を受章

　広報7月号でお知らせしたとおり、「親と子のよい歯のコ
ンクール」吾妻審査会で最優秀賞となり、吾妻地区の代表
として県大会へ出場した関美由紀さん、悠湊くん親子。
　7月11日に開催された「県親と子のよい歯のコンクー
ル」（県、県歯科医師会主催）でも、最優秀賞に輝きまし
た。出場したのは県内各地区から選ばれた親子11組。歯科
医師が虫歯の有無や歯並び、かみ合わせなどを審査しまし
た。県大会出場は今までもありましたが、最優秀賞は中之
条町では初めてです。
　お母さんの美由紀さんは、小学校と中学校の時にも、生
徒を対象としたよい歯のコンクールへ出場した経験者。今
回3度目の挑戦にして初の最優秀賞に輝きました。
　「よい歯の秘訣」については、美由紀さんも悠湊くん
も、特別なことはしていないとのこと。食べた後や就寝前
には歯を磨くという基本を、親子で日々積み重ねてきた成
果のようです。
　おめでとうございます。

親と子のよい歯のコンクール
関さん親子が県大会最優秀賞～中之条町では初の快挙～

　四万こしきの湯は、毎月第二水曜日は休館日ですが、今年の8月はお盆と重な
るため、営業します。みなさん、ぜひお越しください。
営 業 時 間　10時～17時　　問い合わせ　四万こしきの湯　☎64・2810

四万こしきの湯　毎月第二水曜日は休館日ですが、
8月14日（水）は営業します
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　6月16日に総合体育館で開催された大会の結果をお知らせしま
す。参加者は14チーム、153人でした。

第44回町民バスケットボール大会

ュースと だいニュースとわだい

男子
優　勝　ＹＭＳ
準優勝　KusatsuBastone
第 3位　ＩＮＤＥＸ
　　　　中之条中バスケット部

女子
優　勝　吾妻クラブ
準優勝　ＹＭＳ
第3位　上州クィーンズ

　6月23日(日)に総合体育館で開催された大会の結果をお知らせし
ます。参加者は11チーム、45名でした。

中之条スポーツクラブＫＥＹＡＫＩ　
第1回春季ソフトバレーボール交流大会

　6月16日に河川敷テニスコートで開催された大会の結
果をお知らせします。

町民ソフトテニス大会

ジュニアの部
1位　フェニックスＢ
2位　フェニックスＡ
3位　フェニックスＣ
ミックスの部
1位　体協バレー部
2位　名久田クラブＢ
3位　名久田ヤングマン
4位　J.I with beauties
　　（中之条フェニックスADUULTS）
レディースの部
1位　ＮＹＭＣ
2位　名久田クラブＡ
3位　名久田クラブＣ
4位　中之条フェニックスADUULTS

優　勝　伊勢町チーム
準優勝　六合チーム

第3位　中之条チーム
第4位　名久田チーム

優勝した伊勢町チーム
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　6月21日から23日までツインプラザで開催されたさつき
展。文人盆栽会（関貴之会長）の会員11人による丹精を込
めた鉢植え20点が展示され、訪れた人の目を楽しませまし
た。
　結果をお知らせします。（敬称略）

　町長賞　　　　関　貴之（大盃）
　議会議長賞　　水出公夫（新日光）
　教育長賞　　　蜂須賀良精（晃山）
　公民館長賞　　荒木与吉（華宝）
　文化協会長賞　清水一男（晃山）
　商工会長賞　　伊能正明（日光）

文人盆栽会による「さつき展」

 6月29日、30日の2日間、ツインプラザを会場に中之条12
区が区民文化祭を開催しました。絵画、書道、手芸、木
工、写真など121点を展示。4年ぶりの開催で、以前は区の
公民館などで行っていたそうですが、今回会場をツインプ
ラザに移したところ、区民に限らずたくさんの人が来てく
れました。作品の出来栄えはどれも素晴らしく、活発に活
動する区の元気な姿が伝わってくる展示でした。

中之条12区で文化祭
121点を展示

中之条町の鳥追い行事
　　　　　其の四 

　昭和34年ごろの中之条町祇園祭（竪町付近）の写真です。町では
「中之条の鳥追い行事調査委員会」（委員長　日本大学教授　山本
質素さん）を立ち上げ、鳥追い行事を調査しているところですが、
中之条町祇園祭も密接な関係があると思われることから、併せて調
査を行っています。

　「ミュゼ」では、町が誇る鳥追い行事の歴史を追っていま
す。そのため、写真や資料を探しています。お持ちの方は、ぜ
ひ連絡をお願いします。

問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　文化財保護係
　　　　　　☎75・1922

中之条町祇園祭（昭和34年頃、竪町付近）
（上沢渡唐澤定市さん提供）

一番手前が町長賞の作品

ただもと



14なかのじょう H２5.8 No.６16

からのお知らせ

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

該
当
す
る
人
は
手
続
き
を

受
給
中
の
人
は
、
8
月
が
「
現
況
届
」「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
月
で
す

受
給
中
の
人
は

8
月
中
に

「
現
況
届
」
・

「
所
得
状
況
届
」

の
提
出
を

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
が
対
象
と
な

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
と
、
障
害
を
持

つ
児
童
を
養
育
す
る
家
庭
が
対
象
と
な

る
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
を
ご
存
知

で
す
か
？
　

　
「
該
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
思

う
人
は
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

児
童
扶
養
手
当

受
給
対
象
者

　
父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が

育
成
さ
れ
る
家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）

で
、
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

※
父
母
の
離
婚
の
ほ
か
に
、
父
ま
た
は

母
が
死
亡
、
重
度
の
障
害
、
生
死
不

明
な
ど
の
理
由
で
ひ
と
り
親
家
庭
の

状
況
に
な
っ
た
児
童
、
ま
た
母
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
た
児
童
な

ど
も
該
当
し
ま
す
（
詳
し
い
支
給
要

件
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

※
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
は
対

象
外
で
す
。

※
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
婚
姻
と
同
様
の
状
態
に
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

手
当
の
額
　

〈
児
童
1
人
で
全
部
支
給
の
場
合
〉

　
月
額
4
1
、
4
3
0
円

※
児
童
が
2
人
以
上
の
場
合
は
加
算
が

あ
り
ま
す
。

※
受
給
対
象
者
や
生
計
を
同
じ
く
す
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
額
に
よ
り
、
全

部
支
給
・
一
部
支
給
・
支
給
停
止
が

あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
の
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
対
象
者

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
・
中
度
の

障
害
を
も
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

し
ま
す
。

手
当
の
額

・
1
級
　
月
額
　
5
0
、
4
0
0
円

・
2
級
　
月
額
　
3
3
、
5
7
0
円

※
受
給
対
象
者
や
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

※
児
童
が
障
害
年
金
等
を
受
給
で
き
る

場
合
は
対
象
外
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
深
雪

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
豊
田
ひ
と
み

　
8
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
「
現

況
届
」
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
す
る
月
で

す
。

　
こ
の
手
続
き
で
今
年
の
8
月
か
ら

来
年
の
7
月
ま
で
の
支
給
額
を
決
定

し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
8
月
中
に
通
知
を

発
送
し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

者
（
全
部
支
給
停
止
者
も
含
む
）

で
、
受
給
資
格
が
発
生
し
て
か
ら
5

年
ま
た
は
7
年
経
過
し
て
い
る
人

は
、
「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
届
」
の
提
出
も
必
要
で

す
。

　
対
象
者
に
は
、
現
況
届
の
通
知
と

一
緒
に
書
類
を
送
付
し
ま
す
。
必
ず

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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からのお知らせ

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
る
人
に

在
宅
介
護
慰
労
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す

在
宅
の
介
護
者
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
良
質
な
介
護
と
在
宅
介
護
の
継
続
の
た
め
に

対
象
者

　
6
月
1
日
現
在
で
、
介
護
保
険
の
要

介
護
度
1
〜
5
度
に
判
定
さ
れ
た
寝
た

き
り
・
認
知
症
の
人
を
1
年
以
上
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
人
。

支
給
要
件

　
次
の
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
介
護
す
る
人
・
介
護
さ
れ
る
人
と
も

に
、
1
年
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
平
成
24
年
6
月
1
日
〜
平
成
25
年
5

月
31
日
ま
で
の
1
年
間
、
要
介
護
度

1
〜
5
の
間
で
判
定
が
継
続
し
て
お

り
、
入
院
・
入
所
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
利
用
日
数
が
1
0
0
日
を
超
え

て
い
な
い
こ
と
。

③
申
請
時
に
実
施
す
る
「
寝
た
き
り
・

認
知
症
高
齢
者
調
査
」
（
※
別
表
参

照
）の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

支
給
額
　
要
介
護
度
お
よ
び
介
護
保
険

の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付
額
に
応
じ
て
、

5
万
円
〜
30
万
円
の
範
囲
内
で
支
給
さ

れ
ま
す
。

申
請
方
法

　
次
の
も
の
を
持
参
し
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
被
介
護
者
の
介
護
保
険
証

・
介
護
者
の
印
鑑

・
銀
行
口
座
等
、
振
込
み
先
が
分
か
る

も
の

申
請
期
限
　
10
月
31
日
（
木
）

そ
の
他
　
昨
年
度
申
請
し
た
人
も
、
今

年
度
分
は
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
蟻
川
智
彦

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

平
和
式
典
・
戦
没

者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す

一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
2
部
構
成
で
開
催
し
ま
す
。

　
1
部
は
、
戦
争
の
な
い
恒
久
平
和
を

願
う
「
平
和
式
典
」
と
し
、
講
話
や
高

校
生
に
よ
る
平
和
へ
の
誓
い
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　
2
部
は
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
る
た

め
の
「
戦
没
者
追
悼
式
」
と
し
て
行
い

ま
す
。

　
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

期
　
日
　
8
月
28
日
（
水
）
9
時
〜

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
本
忠
雄

　
六
合
支
所
　
六
合
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
本
今
朝
吉

※別表「寝たきり・認知症
　高齢者調査」の内容

①日常生活動作 
 1　移動
 2　食事
 3　排せつ
 4　入浴
 5　着替
 6　整容・身だしなみ
 7　意思の疎通
②問題行動(認知症)等 
 1　記憶障害
 2　失見等
 3　睡眠等
 4　攻撃的行為
 5　自傷行為
 6　火の扱い
 7　徘徊
 8　異常興奮
 9　不潔行為
10　失禁・おもらし

既定の条件：①の項目で全部介助
が1つ以上または一部介助が2つ
以上該当するか、②の項目で重度
が1つ以上または中度が3つ以上
該当すると対象になります。



16なかのじょう H２5.8 No.６16

からのお知らせ

産
業
・
文
化
祭
の
参
加
者
を
募
集

み
な
さ
ん
の
参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す

中
之
条
地
区
と
六
合
地
区
で
申
し
込
み
期
限
が
違
い
ま
す

〈
中
之
条
地
区
〉

　
日
程
　
11
月
3
日
（
日
・
祝
）
を
中
心
と
し
た

　
　
　
　
10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬
の
間

　
会
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
・
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー
ル
（
町
文
化
会
館
）

　
　
　
　
ほ
か

〈
六
合
地
区
〉

　
日
程
　
11
月
3
日
（
日
・
祝
）
　

　
会
場
　
六
合
体
育
館

夏
休
み
中
の

幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
で
完
全
休
業
日

日
直
も
不
在
と
な
り
ま
す

　
郡
内
の
学
校
機
関
の
申
し
合
わ
せ

で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
夏
季
休
業
中

の
完
全
休
業
日
を
試
行
し
ま
す
。

期
　
間
　

・
幼
稚
園
（
六
合
こ
ど
も
園
は
除
く
）

8
月
13
日
（
火
）
〜
15
日
（
木
）
ま

で
の
3
日
間

・
小
・
中
学
校

　
8
月
12
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）
ま

で
の
5
日
間

内
　
容
　
完
全
休
業
日
と
な
り
原
則
職

員
は
不
在
と
な
り
ま
す
（
日
直
も
い
ま

せ
ん
）。ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　

　
（
小
・
中
学
校
）
学
校
教
育
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
板
橋
千
晶

　
（
幼
稚
園
）
子
育
て
支
援
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

　
日
ご
ろ
の
文
化
芸
術
に
関
す
る
創
作

活
動
や
練
習
成
果
の
発
表
・
鑑
賞
の
場

と
し
て
、
ま
た
商
工
業
や
農
業
な
ど
の

産
業
の
賑
わ
い
づ
く
り
の
た
め
、
11
月

3
日
（
祝
）
を
中
心
と
し
て
、
産
業
・

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
申
込
方
法

　
役
場
企
画
政
策
課
ま
た
は
六
合
支
所

総
務
住
民
室
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
期
限

〈
中
之
条
地
区
〉
　
8
月
30
日
（
金
）

〈
六
合
地
区
〉
　
　
9
月
30
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〈
中
之
条
地
区
〉

　
役
場
企
画
政
策
課
　
政
策
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
真
邦

〈
六
合
地
区
〉

　
六
合
支
所
　
総
務
住
民
室

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

昨年の産業・文化祭での
ツインプラザ交流ホールの発表
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管
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休

み
に
自
主
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
を

提
供
す
る
た
め
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
頑
張
る
こ
ど
も
た
ち
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　
自
分
で
や
り
た
い
教
科
を
持
ち
込
め

ば
、
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
親
切
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

日
　
時
　

　
8
月
5
日
（
月
）
・
6
日
（
火
）
・

　
9
日
（
金
）

　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
8
月
7
日
（
水
）
・
8
日
（
木
）

　
　
9
時
〜
12
時

　
　
（
参
加
時
間
は
自
由
）

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
・
六
合
支
所

費
　
用
　
無
料

教
　
材
　
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
方
法

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
を

役
場
こ
ど
も
未
来
課
ま
た
は
六
合
支
所

こ
ど
も
未
来
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
前
日
ま
で
、
ま
た
は
当
日
）
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　
総

務
・
施
設
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
島
和
茂

夏
休
み
の
こ
ど
も
の
自
主
学
習
を

お
手
伝
い
し
ま
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
る

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
・
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
・

省
エ
ネ
・
省
資
源
・
自
然
保
護
な
ど
、

み
ん
な
で
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
を

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

　
町
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
で
は
、「
エ

コ
ラ
イ
フ（
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
）」を
推
進
す
る
た
め
、標
語
の
募
集
と

取
り
組
み
に
対
す
る
表
彰
を
行
い
ま
す
。

　
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語

募
集
区
分
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の

部
、
一
般
（
高
校
生
以
上
）
の
部

募
集
内
容
　
地
球
温
暖
化
防
止
、
ご
み

減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
省
エ
ネ
、
省
資

源
、
自
然
保
護
な
ど
を
う
っ
た
え
る
標

語
（
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
応
募

は
一
人
1
点
ま
で
）

応
募
資
格
　
町
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
人

応
募
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所

定
の
用
紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。な

お
電
話
で
の
応
募
も
受
け
付
け
ま
す
。

表
　
彰
　
各
部
門
毎
に
表
彰
し
、
記
念

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
応
募
し
て

い
た
だ
い
た
人
に
は
も
れ
な
く
参
加
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い

　
ま
ち
づ
く
り
表
彰

対
　
象
　
地
域
環
境
保
全
、
自
然
環
境

保
護
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
（
美
化
・

清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
）
を
、

永
年
に
わ
た
り
実
践
し
て
い
る
個
人
ま

た
は
団
体
。

申
込
方
法
　
身
近
に
該
当
す
る
人
が
い

ま
し
た
ら
、
推
薦
ま
た
は
連
絡
を
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
保
健
環
境
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
　

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
克
仁

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」

の
推
薦
と
「
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語
」
の
募
集

環
境
へ
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

昨年のツインプラザでの学習サポートの様子
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
町
観
光
協
会
で
は
、
事
務
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　
1
名

期
　
間　
10
月
1
日
〜

　
　
　
　
平
成
26
年
3
月
31
日

資
　
格　
10
月
1
日
現
在
で
30
歳

以
上
40
歳
以
下
の
町
内
在
住
者

で
、
高
等
学
校
等
を
卒
業
し
て
い

る
人
。

申
込
方
法　
観
光
協
会
に
用
意
し

て
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
8
月
31
日
（
土
）
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
観
光
協
会
事
務
局
（
ふ
る
さ

と
交
流
セ
ン
タ
ー「
つ
む
じ
」内
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
冨
澤

種
目
と
資
格

・
一
般
曹
候
補
生
（
18
歳
以
上
27

歳
未
満
）

・
航
空
学
生
（
高
等
学
校
卒
業
ま

た
は
見
込
み
の
人
で
21
歳
未

満
）

・
自
衛
官
候
補
生
（
18
歳
以
上
27

歳
未
満
）

試
験
日
・
会
場　
9
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
、
種
目
ご
と
に
県
内
各

所
で
行
わ
れ
ま
す
（
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
。

受
付
期
間　
8
月
1
日
（
木
）
〜

9
月
6
日
（
金
）

申
込
方
法　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協

力
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

す
る
か
、
沼
田
地
域
事
務
所
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
沼

田
地
域
事
務
所

☎
0
2
7
8
・
2
3
・
4
1
1
1

　
平
成
26
年
4
月
に
採
用
し
、
県

内
の
商
工
会
へ
配
属
す
る
経
営
指

導
員
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

受
験
資
格　
昭
和
60
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を

卒
業
し
た
人
あ
る
い
は
来
春
卒
業

見
込
み
の
人
、
ま
た
は
高
校
・
短

大
等
を
卒
業
し
所
定
の
経
験
を
有

す
る
人
。

試
験
日
・
内
容

▽
一
次
試
験　
10
月
20
日
（
日
）

・
教
養
試
験
・
小
論
文
等

▽
二
次
試
験　
11
月
12
日
（
火
）

・
面
接
試
験

会
　
場　
県
商
工
会
連
合
会

申
込
期
間　
9
月
5
日
（
木
）
〜

25
日
（
水
）

申
込
方
法　
県
商
工
会
連
合
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
電

話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
県
商
工
会
連
合
会

☎
0
2
7
・
2
3
1
・
9
7
7
9

　
人
形
を
使
っ
て
、
胸
骨
圧
迫
、

人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

体
験
し
ま
す
。

開
催
日　
8
月
28
日
（
水
）

　
　
　
　
9
月
4
日
（
水
）

時
　
間　
9
時
〜
10
時
ご
ろ
ま
で

　
　
　
　
11
時
〜
12
時
ご
ろ
ま
で

　
　
　
　
（
1
日
2
回
）

会
　
場　
四
万
へ
き
地
診
療
所

費
　
用　
無
料

募
集
人
数　
各
時
間
6
名
ま
で

申
込
方
法　
8
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
四
万
へ
き
地
診
療
所

　
　
　
　
　
☎
6
4
・
2
1
3
6

　
　
　
　
　
所
長　
眞
貝
美
由
規

　
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理

者
を
め
ざ
す
人
を
対
象
と
し
た
資

格
取
得
講
習
会
（
新
規
取
得
）
を

開
催
し
ま
す
。

期
　
日　
10
月
2
日
（
水
）
、

　
　
　
　
　
　
3
日
（
木
）

場
　
所　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

定
　
員　
1
0
0
名
（
先
着
順
）

費
　
用　
6
、
0
0
0
円

申
込
期
間　
9
月
10
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
12
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
消
防
設
備
協
会

☎
0
2
7
・
2
1
0
・
8
2
2
2

「
甲
種
防
火
対
象
物
」
と
は
？

①
収
容
人
員
30
人
以
上
、
延
べ

面
積
3
0
0
㎡
以
上
の
、
旅

館
、
ホ
テ
ル
、
店
舗
、
病
院
、

社
会
福
祉
施
設
、
幼
稚
園
な
ど

②
収
容
人
員
50
人
以
上
、
延
べ

面
積
5
0
0
㎡
以
上
の
学
校
、

工
場
、
事
務
所
な
ど

③
収
容
人
員
10
人
以
上
の
自
力

避
難
困
難
者
が
入
所
す
る
施
設

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
）

中
之
条
町
観
光
協
会

職
員
募
集

自
衛
官
等
募
集

一次
救
命
処
置
講
習
会

商
工
会
　
経
営
指
導
員

研
修
生
採
用
試
験

防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

職
員
募
集

募
　
集

講習会の様子



Information

　
　
　
　

日
　
時　
8
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　
7
時
30
分
集
合

集
合
場
所　
役
場
、
六
合
支
所

内
　
容　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
（
渋

峠
〜
芳
ヶ
平
湿
原
〜
大
平
湿
原
〜

平
兵
衛
池
〜
大
池
〜
水
池
〜
チ
ャ

ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
）
を
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
案
内
し
ま
す
（
約
6
時

間
）
。

対
象
者　
町
内
在
住
の
人

参
加
費　
1
、
0
0
0
円
（
保
険

料
等
）

定
　
員　
40
名
（
先
着
順
）

持
ち
物　
弁
当
・
飲
み
物
・
帽

子
・
雨
具
等

申
込
方
法　
8
月
5
日
（
月
）
〜

16
日
（
金
）
の
間
に
事
務
局
ま
で

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　
「
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
」

事
務
局
（
役
場
企
画
政
策
課　
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
推
進
室
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
中
澤
昌
彦

注
意
　

今
回
は
「
健
脚
向
け
コ
ー

ス
」
で
す
。
標
高
差
約
8
0
0

メ
ー
ト
ル
、
距
離
11
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
下
り
ル
ー
ト
で
す
。

　
初
心
者
の
人
は
次
回
9
月
号

で
お
知
ら
せ
す
る
第
3
回
自
然

観
察
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
中
之
条
会
場
〉

日
　
時　
8
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　
　
　
（
受
付
9
時
40
分
〜
）

会
　
場　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
交
流
ホ
ー
ル

（
駐
車
場
は
役
場
を
利
用
）

〈
六
合
会
場
〉

日
　
時　
8
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
（
受
付
13
時
10
分
〜
）

会
　
場　
六
合
体
育
館

内
　
容　
ハ
サ
ミ
や
カ
ッ
タ
ー
を

使
い
、
紙
で
飛
行
機
や
ブ
ー
メ
ラ

ン
を
作
り
ま
す
。

費
　
用　
無
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（shou-gaku@
town.nakano

jo.gunm
a.jp

）
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
当
日
参
加
可
能
で
す
。

そ
の
他　
必
ず
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

主
　
催　
町
青
少
年
育
成
推
進
員

連
絡
協
議
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
社

会
教
育
係
（
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村　
将

　
吾
妻
郡
内
農
業
青
年
と
の
出
会

い
支
援
イ
ベ
ン
ト
「
吾
妻
赤
い
糸

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｉ
ｎ
北
軽
井
沢
」

の
募
集
で
す
。

日
　
時　
9
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
16
時

内
　
容　
リ
ン
ゴ
や
野
菜
の
収
穫

体
験
、
牛
乳
豆
腐
つ
く
り
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど

場
　
所　
石
田
観
光
農
園
（
長
野

原
町
北
軽
井
沢
）

募
集
対
象　
男
女
と
も
に
20
歳
以

上
45
歳
以
下
の
独
身
者
。
男
性
は

吾
妻
郡
在
住
農
業
青
年
に
限
定
。

定
　
員　
男
女
各
20
人（
先
着
順
）

費
　
用　
男
性
3
、
0
0
0
円

　
　
　
　
女
性
1
、
0
0
0
円

申
込
期
限　
9
月
6
日
（
金
）

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
様
式
を
返
送
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
県
吾
妻
農
業
事
務
所　
あ
が
つ

ま
出
会
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
3
6
4

　
　
　
　
FAX 

7
5
・
6
8
5
6

メ
ー
ル

aganou-fukyuu@pref.gunma.lg.jp

日
　
時　
10
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
〜
12
時

会
　
場　
高
崎
経
済
大
学

受
験
料　
8
、
5
0
0
円

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間

　
8
月
30
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

　
役
場
上
下
水
道
課　
下
水
道
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
2
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村
崇
弘

　
高
齢
者
等
へ
の
適
切
な
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
・
技
能
を

持
つ
介
護
職
員
を
養
成
す
る
研
修

で
す
。

研
修
内
容　
8
月
19
日
（
月
）
か

ら
1
月
27
日
（
月
）
の
間
で
、
見

学
実
習
1
日
、
講
義
・
演
習
18
日

間
、
実
習
3
日
間
、
試
験
1
日
を

受
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
日
程

の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

定
　
員　
30
人

会
　
場　
旧
原
町
ワ
ー
ク
マ
ン
店

舗
（
カ
イ
ン
ズ
吾
妻
店
隣
り
）

受
講
料　
6
5
、
0
0
0
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
介
護
職
研
修
や
ま
ゆ
り

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
6
5
1
7

〈
中
之
条
会
場
〉

日
　
時　
9
月
18
日
（
水
）
、
25

日
（
水
）
、
28
日
（
土
）

19
時
〜
20
時
30
分

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

〈
六
合
会
場
〉

日
　
時　
9
月
3
日
（
火
）
、
17

日
（
火
）
、
26
日
（
木
）

19
時
〜
20
時
30
分

会
　
場　
六
合
支
所

曲
　
目　
「
中
之
条
音
頭
」
、

「
上
州
よ
い
と
こ
」
、
「
長
野
原

音
頭
」

申
込
方
法　
申
込
不
要
。
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
婦
人
会
事
務
局
（
町
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村　
将
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中
之
条
婦
人
会
に
よ
る

民
謡
踊
り
講
習
会

夏
休
み
の

手
作
り
体
験
教
室

吾
妻
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
農
業
青
年
と
出
会
い
を

第
2
回
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺

自
然
観
察
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定

共
通
試
験

介
護
職
員
初
任
者
研
修

今回は平兵衛池にも行きます
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催
　
し

　
企
画
展
開
催
を
記
念
し
て
、
日

本
野
鳥
の
会
吾
妻
の
会
員
が
講
師

と
な
っ
て
、
吾
妻
の
野
鳥
に
つ
い

て
語
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　
8
月
11
日
（
日
）
〜
16

日
（
金
）
の
全
6
回　
13
時
30
分

〜
（
約
1
時
間
）

会
　
場　
「
ミ
ュ
ゼ
」
研
修
室

受
講
料　
無
料

定
　
員　
30
名

申
込
方
法　
当
日
博
物
館
で
受
付

し
ま
す
（
先
着
順
）
。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

☎
7
5
・
1
9
2
2（
木
曜
定
休
）

　
「
真
田
氏
と
吾
妻
郡
」
を
テ
ー

マ
に
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

古
文
書
を
中
心
に
、
真
田
氏
と
吾

妻
の
関
係
を
読
み
解
き
ま
す
。
初

心
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

日
　
時　
8
月
25
日
（
日
）
〜
平

成
26
年
1
月
19
日
（
日
）
の
間
で

全
11
回　
各
回
10
時
〜
11
時
30
分

会
　
場　
「
ミ
ュ
ゼ
」
研
修
室

受
講
料　
無
料

定
　
員　
15
名

講
　
師　
藤
井
茂
樹
さ
ん
（
群
馬

県
立
文
書
館
文
書
調
査
委
員
）

申
込
方
法　
8
月
9
日
（
金
）
9

時
か
ら
電
話
で
受
付
（
先
着
順
）。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」　

☎
7
5
・
1
9
2
2（
木
曜
定
休
）

　
「
歯
科
と
全
身
疾
患
と
の
か
か

わ
り
〜
本
当
は
怖
い
歯
周
病
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
、

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
9
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　
14
時
〜
16
時
30
分

会
　
場　
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル　
ふ
れ
あ
い
の
館

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
が

つ
ま
医
療
ア
カ
デ
ミ
ー
事
務
局

（
原
町
赤
十
字
病
院
内
）

　
　
　
　
　
☎
6
8
・
2
7
1
1

　
毎
年
、
中
学
生
が
幅
広
い
視
点

に
立
っ
て
素
晴
ら
し
い
発
表
を
行

っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
入
場
で
き

ま
す
が
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ

せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時　
8
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
13
時
〜
16
時
30
分

会
　
場　
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル

発
表
者　
吾
妻
郡
内
各
中
学
校
の

代
表
生
徒
14
名

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ　
吾
妻
教
育
事
務
所

　
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
7
0

　
会
員
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る

研
修
発
表
会
を
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
ま
す
。
展
示
や
発
表
な

ど
、
町
民
発
信
の
文
化
活
動
を
一

度
に
観
賞
で
き
る
機
会
で
す
。
ま

た
新
島
学
園
理
事
長
の
大
平
良
治

さ
ん
の
講
演
も
行
い
ま
す
。

【
展
示
】

日
　
時　

　
8
月
23
日
（
金
）
13
時
〜
20
時

　
　
　
24
日
（
土
）
9
時
〜
20
時

　
　
　
25
日
（
日
）
9
時
〜
15
時

内
　
容　
絵
画
・
陶
芸
・
書
道
・

俳
画・短
歌・俳
句・盆
栽・華
道

【
舞
台
】

日
　
時　
8
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
45
分
開
演

内
　
容　

特
別
講
演　
「
新
島
襄
・
八
重
の

生
涯
と
生
き
方
」　
講
師　
大
平

良
治
さ
ん
（
新
島
学
園
理
事
長
）

会
員
発
表　
コ
ー
ラ
ス
・
民
踊
・

民
謡
・
箏
曲
・
詩
吟
・
器
楽

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

　
町
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

日
　
時　
8
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
〜
11
時
30
分

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

内
　
容　
「
天
明
3
年
浅
間
山
噴

火
と
異
常
気
象
ー
吾
妻
谷
筋
の
生

活
の
困
窮
に
つ
い
て
ー
」
と
題
し

て
、
「
鎌
原
村
」
の
発
掘
調
査
の

第
一
人
者
で
あ
り
嬬
恋
郷
土
資
料

館
名
誉
館
長
の
松
島
榮
治
さ
ん
が

講
演
し
ま
す
。（
先
着
1
0
0
名
）

※
申
込
不
要
・
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ　

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

☎
7
5
・
1
9
2
2（
木
曜
定
休
）

　
歌
舞
伎
役
者
市
川
笑
三
と
美
術

作
家IKI

に
よ
る
、
歌
舞
伎
の
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
冨
沢
家

を
芝
居
小
屋
に
変
え
て
、
次
々
に

早
変
わ
り
を
披
露
し
ま
す
。

日
　
時　
9
月
16
日
（
月
）

　
昼
公
演　
14
時
開
演

　
夜
公
演　
18
時
30
分
開
演

会
　
場　
冨
沢
家
住
宅
（
雨
天
決

行
）

申
込
方
法　
実
行
委
員
会
事
務
局

で
8
月
5
日
（
月
）
か
ら
配
布
す

る
入
場
整
理
券
を
お
求
め
の
う

え
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
入
場
無
料
）
。

※
役
場
駐
車
場
発
着
の
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
（
会
場
に

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委

員
会
事
務
局
（
大
字
中
之
条
町

9
2
6
ー
1「
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
」）

　
　
　
　
　
☎
2
5
・
8
5
0
0

　
　
　
　
　
担
当　
唐
澤
・
桑
原

あ
が
つ
ま
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」に
よ
る

企
画
展「
野
鳥
展
」講
座

博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」に
よ
る

古
文
書
入
門
講
座

第
35
回
少
年
の

主
張
吾
妻
地
区
大
会

町
文
化
協
会

会
員
研
修
発
表
会

中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

冨
沢
家
住
宅
で

歌
舞
伎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」に
よ
る

文
化
講
演
会



Information

～中之条町の石碑～

災変受難供養碑
ふるさと
再発見
〈211〉

　
音
和
座
は
、
三
味
線
・
尺
八
・

箏
（
こ
と
）
・
琵
琶
・
鳴
り
物
の

奏
者
5
人
に
よ
る
和
楽
器
の
バ
ン

ド
で
す
。

　
こ
の
公
演
で
は
、
活
動
写
真
弁

士
を
迎
え
て
、
無
声
映
画
の
上
映

と
活
動
写
真
弁
士
の
説
明
、
そ
し

て
、
邦
楽
の
生
演
奏
と
い
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す
。

日
　
時　
9
月
8
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜　

会
　
場　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

入
場
料　
前
売
券
5
0
0
円

　
　
　
　
当
日
券
7
0
0
円

申
込
方
法　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
・
六

合
支
所
で
8
月
1
日
（
木
）
か
ら

販
売
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

日
　
時　
7
月
23
日
（
火
）
〜
9

月
10
日
（
火
）
の
間
の
毎
週
火
曜

日
（
雨
天
中
止
）

19
時
〜
20
時
30
分

会
　
場　
名
久
田
小
校
庭

対
　
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
　
容　
鬼
ご
っ
こ
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
取
り
入
れ
て
、
楽
し
く
走
り

方
を
教
え
ま
す
。
短
距
離
走
の
ほ

か
長
距
離
走
や
ハ
ー
ド
ル
・
走
り

幅
跳
び
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

指
導
者　
町
体
協
陸
上
部

費
　
用　
1
人
1
日
1
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
・
飲
料

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

（n.s.c.keyaki@
gm
ail.com

）

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
も
可
能
で
す
。

そ
の
他　
保
護
者
同
伴

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｋ
Ｅ

Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
事
務
局
（
町
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当　
田
村　
将

○
そ
の
他
の
教
室

　

恒
例
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
教

室
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
の
ほ
か
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ッ
ト

サ
ル
教
室
、
ヨ
ガ
教
室
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

※
開
催
日
時
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に
よ
る

夏
休
み
陸
上
教
室

ス
ポ
ー
ツ

　
上
信
国
境
に
そ
び
え
る
浅
間
山
は
、
活
火
山
と

し
て
噴
煙
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
大
噴
火

と
な
り
周
辺
の
村
々
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
噴
火
に
伴
っ
て
、
火
山
灰
が

降
っ
た
り
、
噴
石
に
よ
っ
て
積
雪
が
溶
け
て
洪
水

に
な
っ
た
り
、
溶
岩
流
に
よ
っ
て
田
畑
に
被
害
を

及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
噴
火
（
爆
発
）
を
記
録
に
よ
っ
て
紹
介
し
ま

す
。

　
享
禄
四
（
一
五
三
一
）
年
、
噴
火
に
よ
り
噴
石

が
八
㎞
の
範
囲
で
落
下
、
積
雪
が
溶
け
て
山
麓
が

洪
水
。
慶
長
元
（
一
五
九
六
）
年
、
噴
石
に
よ
る

死
者
多
数
。
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
、
噴
石
で

登
山
者
六
名
死
亡
。
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
、

大
爆
発
で
死
者
一
一
五
一
名
、
流
失
家
屋
一
〇
六

一
戸
、
焼
失
家
屋
五
一
戸
、
倒
壊
家
屋
一
三
〇
戸
。

明
治
四
十
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
〜
四
月
の
大

噴
火
で
は
、
死
者
一
名
、
負
傷
二
名
と
大
き
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
死
者
の
被
害
が
多
か
っ
た
天
明
三
年
の
噴
火
で

は
、
火
砕
流
が
岩
層
な
だ
れ
と
な
っ
て
、
泥
流
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
天
明
泥
流
は
、
吾
妻
川
を
流

れ
下
り
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
被
害

の
様
子
を
記
録
し
た
原
町
の
富
澤
久
兵
衛
の
『
浅

間
記
』
（
浅
間
山
津
波
実
記
）
に
よ
る
と
、
「
天

明
三
年
癸
卯
の
七
月
八
日
（
今
の
暦
で
八
月
五

日
）
朝
四
ッ
時
焼
崩
押
出
し
大
変
之
儀
前
代
未
聞

也
（
中
略
）
扨
又
七
日
晩
よ
り
八
日
の
朝
迄
、
其

焼
よ
う
の
す
さ
ま
じ
さ
、
拾
里
四
方
に
て
戸
か
き

も
は
づ
る
る
程
に
ゆ
れ
わ
た
り
大
地
に
ひ
び
き
焼

る
、
八
日
四
ッ
時
押
出
す
（
略
）
ま
っ
く
ろ
な
る

も
の
吹
出
す
と
見
る
間
も
な
く
鎌
原
の
方
へ
ぶ
っ

つ
か
り
（
略
）
鎌
原
・
小
宿
・
大
前
・
細
久
保

（
西
窪
）
一
度
に
押
は
ら
い
、
芦
生
田
・
赤
羽
・

半
出
来
（
略
）
長
野
原
迄
（
略
）
土
蔵
・
家
一
軒

も
無
之
流
失
、
右
鎌
原
九
五
軒
之
内
九
三
人
逃
助

か
り
四
六
三
人
死
、
馬
一
三
〇
疋
死
」
。
以
下
、

長
野
原
・
横
谷
・
松
尾
・
三
嶋
・
岩
下
・
矢
倉
・

郷
原
・
川
戸
の
被
害
状
況
が
あ
り
、
次
に
原
町
・

中
之
条
の
様
子
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ

に
、
原
町
の
繭
買
商
人
が
中
之
条
町
で
浅
間
押
し

の
泥
流
に
遭
遇
し
た
時
、
小
川
の
林
の
上
か
ら
山

田
川
を
見
る
と
、
山
田
川
橋
が
上
流
へ
流
さ
れ
て

い
る
の
を
見
た
と
あ
り
ま
す
。

　
噴
出
し
た
溶
岩
は
、
中
之
条
付
近
ま
で
流
れ
て

き
て
、
現
在
も
石
の
塔
（
大
字
中
之
条
町
）
や
青

山
に
町
指
定
史
跡
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　
天
明
三
年
の
浅
間
山
噴
火
の
被
害
は
、
未
曾
有

の
災
害
で
あ
り
、
犠
牲
と
な
っ
た
人
達
を
悼
む
供

養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
之
条
町
で
は
、
林
昌
寺

山
門
前
に
、
百
年
忌
と
し
て
「
災
民
修
法
碑
」

（
明
治
十
五
年
三
月
）
を
楫
取
素
彦
県
令
の
時
代

に
、
林
昌
寺
住
職
深
井
大
法
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
二
百
年
忌
に
あ
た
る
一
九
八
三
（
昭
和
五
十

八
）
年
、
中
之
条
町
長
を
は
じ
め
、
郷
土
史
に
関

心
の
深
い
町
民
が
相
集
い
、
追
悼
の
た
め
「
災
変

受
難
供
養
碑
」
を
建
立
す
る
事
と
な
り
、
町
歴
史

民
俗
資
料
館
長
山
口
武
夫
撰
文
・
奈
良
秀
重
書
で
、

二
二
〇
名
、
四
二
二
・
五
万
円
の
ご
芳
志
に
よ
り

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
年
は
天
明
の
噴
火
か
ら
数
え
て
二
三

〇
年
に
な
り
ま
す
。
博
物
館
で
は
、
「
天
明
三
年

浅
間
山
大
噴
火
と
中
之
条
」
を
テ
ー
マ
に
十
月
一

日
よ
り
十
一
月
三
十
日
ま
で
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
専
門
委
員　
唐
澤
定
市

さ
て
ま
た

さ
い
み
ん
し
ゅ
う
ほ
う
ひ

か
と
り
も
と
ひ
こ

だ
い
ほ
う

中
之
条
大
学
公
開
講
座

和
楽
器
バ
ン
ド「
音
和
座
」

公
演



日
　
時
　
8
月
4
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
集
合

　
　
　
　
8
時
30
分
試
合
開
始

場
　
所
　
間
歩
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
大
字
横
尾
地
内
、
名
久
田
郵
便

局
近
く
）

参
加
方
法
　
申
し
込
み
不
要
。
当

日
会
場
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

（
一
般
お
よ
び
壮
年
・
女
子
の
組

み
合
わ
せ
は
当
日
行
い
ま
す
）
。

問
い
合
わ
せ
　
名
久
田
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
局
　

☎
0
8
0・2
2
1
8・3
9
7
9

　
　
　
　
　
　
　
小
林
晶
夫
さ
ん

　
株
式
会
社
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ
ー

で
は
、
吾
妻
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
に
関
す
る
事
後
調
査
報
告
書
の

縦
覧
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
8
月
12
日
（
月
）
〜
9

月
12
日
（
木
）
（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
　
所
　
株
式
会
社
吾
妻
バ
イ
オ

パ
ワ
ー
、
吾
妻
環
境
森
林
事
務

所
、
役
場
保
健
環
境
課

そ
の
他
　
期
間
中
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
報
告
書
の
内
容
を
公
開
し
ま

す
。

（http://agatsuma.orix-eco.jp/)

問
い
合
わ
せ

　
株
式
会
社
吾
妻
バ
イ
オ
パ
ワ
ー

東
吾
妻
町
大
字
岡
崎
4
6
0
ー
1

　
　
　
　
　
☎
2
0
・
9
1
0
2
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行
　
政

名
久
田
親
善
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会・管
内
中
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
大
会

吾
妻
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業

に
関
す
る
事
後
調
査
報
告
書

の
縦
覧

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメール
配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み込んで何
も入力しない空メールを送り、案内に従って登録してくださ
い。QRコードが読み込めない場合は、ml.town_nakanojo
@e-park.ne.jpにメールを送ってください。

問い合わせ

博物館Photograph⑭
ふるさと今昔
吾妻郡会議員、皇居前記念写真

いまむかし

役場企画政策課
広報係
☎75－8846（直通）

問い合わせ
歴史と民俗の博物館
「ミュゼ」
☎75-1922

皇居・二重橋前にて記念撮影（大正11年夏）

現在▶

　「郡会」は、明治時代に地方公共団体
に置かれた議会のひとつです。明治
23(1890)年の郡制公布により成立し、大
正12(1923)年に廃止されました。　　
　郡会の職務は、郡の予算の決定、決算
報告の認定、郡有財産の管理・維持・処
分などでした。郡会議員は、はじめ町村
会議員と大地主の互選で構成されていま
したが、明治32年から直接選挙により選
出されるようになりました。
　皇居(東京都千代田区)・二重橋前で大正
11年に撮影されたこの写真は、吾妻郡会
議員一行を写しています。山高帽を被っ
たメンバーをみると、紋付羽織袴の和服
姿が中之条町の蟻川七郎次氏をはじめと
する郡会議員15名と、洋装姿が郡役所書
記・肥後龍夫氏であることがわかりまし
た。
　当時の吾妻郡は14か町村から成り、選
出議員は21名いたことから、全員参加で
はありませんが、郡制廃止を翌年3月に控
え、皆で上京した時の記念写真となって
います。

役場の窓口業務延長
をご利用ください

住民福祉課・税務課・会計
課・こども未来課では、平日
の窓口業務の延長を行ってい
ます。ご利用ください。
（延長時間）
17時15分～18時15分

ま
　
ぶ



23 なかのじょう H２5.8 No.６16

Information

今年も、8月～10月の毎週金曜日に限り1時間延長し、20時まで開催します。
※シビックホールと読書室の利用は19時までです。

中之条町ツインプラザ図書館　☎76－3115

ひとことひとこと

【8月のお休み】（図書館）　5日、12日、19日、26日、27日

【一般書】約300冊

【児童書】約150冊

今 月 の 新 着

　群馬県の宣伝部長「ぐんまちゃん」が
ひとり旅に出かけました。群馬県の魅力
と文化をたっぷり紹介。笑顔がいっぱい
のほのぼのした一冊です。

『ぐんまちゃんとお散歩』
河野英喜／著、中経出版
2013・6

この一冊

「明日は晴れ」
「休む技術」
「国語力」
「ときぐすり」
「友罪」

瀬戸内寂聴
西多　昌規
齋藤　　孝
畠中　　恵
薬丸　　岳

「勇者のツノ」
「はみがきさん」
「ゲンタ！」
「おでんしゃ」
「ままみてて」

黒川みつひろ
せなけいこ
風野　　潮
塚本やすし
まどかななみ

　悩むのはみな同じ。人生の悩みにどう向き合う
か、古今東西の名著からの引用を手がかりに、考
えを深める手助けをしてくれます。中高生向けに
書かれていますが、大人も参考になる一冊です。

『明日は、どうしてくるの？』
栗田　亘／著、講談社
2013・5

この一冊

材料

作り方

発酵食のレシピ●16

うどん100g / 甘酒ごまだれ（甘酒大２、醤油大1、水大1、鰹節薄けずり1g、練り胡麻2g） / ラー油適宜 / きざみ海苔適宜

甘酒ごまだれうどん（1人前）

①フライパンで鰹節を乾煎りし、粗熱が取れたら手でもんで粉状にす
る。
②①と、その他の甘酒ごまだれの材料をボールに入れてよく混ぜる。
③鍋にたっぷりのお湯を沸かしてうどんを湯がき、器に盛ってきざみ
海苔を乗せる。
④お椀に②の甘酒ごまだれを入れ、お好みでラー油を数滴たらして
できあがり。



糖尿病の治療目標について

24なかのじょう H２5.8 No.６16

健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

8月の当番医

4日㈰
（７６）３４３５
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

しまだ医院
長生病院

25日㈰

（６７）２０３０
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

小池医院
嬬恋村診療所

（７５）３０５５吾妻さくら

（６８）２７１１日赤 （６８）２７１１日赤（７５）３０５５吾妻さくら
11日㈰

（７５）３０５５
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

吾妻さくら
布施医院 18日㈰

（７５）２２３０
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

後藤医院
櫻井医院

8月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）

7日
14日
21日
28日

小　雨（高瀬）
赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）

午　前

広　池（高瀬）
休み

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

1817
休診休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診 休診休診

161312 1514

休診高瀬午前

午後

藤原

休診休診休診

2726 28
休診山本 高瀬

休診休診休診

3029 31

2524
休診休診山本藤原高瀬午前

休診休診

休診

休診 休診休診休診午後

232019 2221
高瀬

休診

日土金木水火月

休診午前

休診午後

43

　

糖
尿
病
の
治
療
指
標
の

H
bA
1C

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
）
の
合
併
症
を
防
ぐ
た

め
の
目
標
値
は
、
国
際
基
準
化
さ

れ
た
検
査
方
法
で
6
・
9
％
未
満

で
し
た
が
、
今
年
の
6
月
か
ら

は
、
よ
り
覚
え
易
く
切
り
の
良
い

数
字
と
い
う
こ
と
で
、
7
％
未
満

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
若
い
方

や
糖
尿
病
発
症
後
長
期
間
経
っ
て

い
な
い
方
の
治
療
目
標
で
す
。
最

近
で
は
、
低
血
糖
を
起
こ
す
と
重
大

な
合
併
症
を
生
じ
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や

色
々
な
病
気
が
あ
り
動
脈
硬
化
が
進

ん
で
い
そ
う
な
方
に
つ
い
て
は
、
低

血
糖
を
起
こ
し
に
く
い
薬
を
使
っ
て

ま
ず
は
8
％
未
満
を
目
指
そ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
四
万
へ
き
地
診
療
所
長　眞

貝
美
由
規

休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

11109875 6

休診

休診

2

休診

高瀬

1

休診

山本

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。
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※健康診査と予防接種の日程は、27ページ8月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康
相談

法律
相談

毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室

8月8日（木）
13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権
相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日
13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

調停
相談会

中之条簡易裁判所
☎75-2138

役場2階会議室
9月6日（金）
10時～15時
（予約不要）

中之条調停協会による
家庭内の問題、交通事
故、土地建物関係、金銭
貸借などの相談

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課8月12日（月）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

役場第2会議室
8月19日（月）
13時～15時
※相談は無料で秘密は固く守られます。

行政相談
（行政相談委員）

年金相談 役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819役場第3会議室8月14日（水）

9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室

8月1日（木）・19日（火）
9月2日（月）
13時～15時

心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合保健センター8月12日（月）

14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所8月9日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費
生活
相談

郡消費生活センター
☎75-1166
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
6
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，837
8，663
9，174
6，917

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２5年7月１日現在

窓口窓口

ー56

ー66

10

125

－33.

－9.

－24.

－16.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
6
月
中
の
届
出
）

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

上 ・ 下 水 道 料

固 定 資 産 税

町 県 民 税

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（給与からの特別徴収）

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
● ●

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

年間の納め（25年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

住民福祉課、税務課、会計課の窓口業務は１８：１５まで行っています。なお、取扱いできない業務もありますので、担当課まで問い合わせてくださ
い。
普通徴収とは、納付書または口座振替によって納める方法です。年金からの特別徴収とは、年金より天引きで納める方法です。給与からの特別徴
収とは、給与より天引きで納める方法です。なお、納め方は納税通知書や保険料額決定通知書に記入してあります。詳しくは、税務課まで問い合わ
せください。

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
長方形
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇博物館ミュゼへ
・鳥追い祭ポスター5点
・新井洞巖関係葉書ほか32点
・上州草津温泉之図（木版）

◇社会福祉協議会へ
・金　21,622円
・金　6,000円

小板橋武様（中之条町）
剣持佐吉様（東吾妻町）
国友　操様（東吾妻町）

今井まど果様（茨城県）
文人盆栽会様

ご寄付ありがとうございました

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

8
（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

9月2日（月）　文化会館休館日、公共料金納期限
9月5日（木）　博物館休館日　　
※各種相談日の日程は、25ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

休

町文化協会会員研修発表会（9時45分～、ツインプラザ
交流ホール、※展示は23日、24日もあり）
町民ソフトボール大会（総合グラウンドほか）

4か月児健診（受付：13時～13時15分）
6か月児相談・ＢＣＧ接種（受付：13時30分～13時45分）

予防接種（ヒブ）（受付：13時30分～14時）

12～13か月児相談（受付：13時15分～13時45分）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）

2歳児歯科健診（受付：13時30分～13時45分）
2歳6か月児フッ素塗布（受付：13時45分～14時）

3歳児健診（受付：13時15分～13時45分）

第2回芳ヶ平湿原周辺自然観察会（入山地区）

伊勢町祇園祭（～9月1日）

町民ソフトボール大会（総合グラウンドほか）
第42回家庭婦人バレーボール大会（総合体育館）
両親学級（受付：9時15分～9時30分）

第35回少年の主張吾妻地区大会
（13時～、東吾妻町コンベンションホール）

予防接種（ヒブ）（受付：13時30分～14時）

子宮がん検診・乳がん検診
（13時15分～13時45分、六合保健センター）

中之条祇園祭

中之条祇園祭
名久田親善ソフトテニス大会（名久田間歩テニスコート）

博物館「ミュゼ」による文化講演会
（10時～、ツインプラザ交流ホール）
第35回町民ゲートボール大会（町民運動場）

献血（10時～12時、保健センター、13時30分～15時30分、ツインプラザ）
予防接種（小児肺炎球菌）（受付：12時20分～12時50分）
予防接種（ヒブ）（受付：13時～13時30分）

「音楽の絵本」クラシックコンサート（14時～、文化会館）
町民テニス大会（小原崎テニスコート）

六合ふるさとまつり（六合こども園）
※四万こしきの湯営業（通常第2水曜日は定休）
下沢渡夏祭り（17時～、西中学校校庭）

胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、中之条公民館）

胃がん検診・大腸がん検診（7時～9時、保健センター）
子宮がん検診（13時15分～13時45分、保健センター） 休

休

休
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ フットサル『Forca caneta（フォルサカネタ）』

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中

な
か
の
じ
ょ
う

花
百
景

募
集
中

野
反
湖
の
ヤ
ナ
ギ
ラ
ン

中
之
条
町
の
花
の
見
ご
ろ
⑤

　野反湖の花は、6月のシラネアオイ、7月のノゾ
リキスゲだけではありません。8月には、紫色のヤ
ナギランの一群が咲き誇ります。場所は野反湖キ
ャンプ場のテントエリア。夏のさわやかな湖畔の
風を受けながら見る花は格別です。例年だと8月中
旬から下旬が見ごろです。

　
「
な
か
の
じ
ょ
う
花
百
景
」
を
編
纂
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
花
の

名
所
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
花
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
募
集
中
で
す
。
応
募
は
12
月
24

日
（
火
）
ま
で
。
入
選
作
に
は
副
賞
を
準
備
す
る
ほ
か
、
入
選
作
品
を

含
め
た
写
真
集
「
な
か
の
じ
ょ
う
花
百
景
」
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法
の
詳
細
は
役
場
観
光
商
工
課
（
☎
2
6
・
7
7
2
7
）

ま
で
。

□代 表 者：熊本耕治
□指 導 者：冨沢和未　☎090-7241-9702
□活動日時：毎週月・木　19:00～
□活動場所：伊勢町体育館
□会 員 数：20名
□Ｐ　　Ｒ： 活動を始めてから吾妻郡リーグの幅を超えて、群馬県リーグや関東大会などに照準を合わせて日々トレー
ニングをしています。2010年からは、連続して群馬県予選で優勝し関東大会へ出場しています。2011年の夏には全
国大会でベスト8に、冬には準優勝を収めることができました。この経験を誇りに、これからも結果だけを追い求める
のではなく、常に向上心を持ち続けていきたいと思います。
また、スポーツを志す選手の目標となる様な「チーム活
動」を心がけて、努力・発展していきたいと思います。
　今シーズンの定期的な試合は、吾妻郡リーグと群馬県リ
ーグに参戦しています。開催日は吾妻郡リーグが主に毎月
第2・4金曜日に、群馬県リーグが日曜日の夕方から夜にか
けて開催されます。アマチュアで社会人スポーツの頂点を
目指すことはとても難しいことですが、これからも一生懸
命に取り組んでいきます。会場でフットサルを間近で観て
いただき、この「感動を味わえる」「観て楽しめる」スポ
ーツを応援いただけたら幸いです。これからも地域の皆さ
んと一緒にスポーツをすることや観ることで地域を盛り上
げていきたいと思います。
　「毎週、月曜日と木曜日の17時30分より小学4年生～6
年生のフットサルスクールを伊勢町体育館にて開催中！」

　

No.92

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

くま　もと こう 　じ

とみ　ざわ かず　 み




